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＜活動事例の要旨＞ 

 夜市園芸団地で近年問題となっている「ごぼう黒芯症状」の原因と対策を検討した。結

果、フザリウムによる「ごぼう萎凋病」と判定した。 

 

１ 普及活動の課題・目標 

周南市の夜市園芸団地では畑地による露地野菜栽培が盛んであり、特にごぼう、さ

といも、にんじん等の根物野菜は量販店や直売所で高く評価されている。 

しかし平成 23年頃から、ごぼうの地際部以下の維管束部分が黒く変色する症状（黒

芯症状）が発生し問題となっている。黒芯症状は商品価値を著しく下げるため、発生

箇所を切除して出荷する必要があり、単収や単価の低下および労働コストの上昇を引

き起こしている。 

このため、黒芯症状の原因を究明と対策を講じることで、夜市園芸団地の維持発展

に繋げることを目標とした。 

 

２ 普及活動の内容  

（１）概要 

黒芯症状の症状からは当初「ごぼう萎凋病」が考えられたが、農業部および農技セン

ターでは原因菌となるフザリウムを検出できなかった。一方で農技センターからは「ヒ

ョウタンゾウムシ」食害痕が原因となるよる黒芯症状に関する知見を得たため、平成 2

4 年度に薬剤散布（トクチオン細粒剤）による症状抑制効果を確認した。しかしながら、

薬剤処理区と無処理区で明確な差は得られなかった。 

そこで当年度は「ヒョウタンゾウムシ」の発生状況確認のため農技センター技術指導

室と協同で捕獲調査を実施し、黒芯症状の原因と対策を検討した。 

（２）試験方法 

 １）耕種概要   

品種：滝野川 播種：平成 25年 5月 7～15日 防除履歴：トレファノサイド乳剤 

２）調査方法 

成虫捕獲調査（ピットホールトラップ調査、すくいどり調査）、 被害葉調査 

 

３ 普及活動の成果 

（１）試験結果 

１）成虫捕獲調査 

・ピットホールトラップ調査、すくいどり調査両方において、いずれの調査日でも

ヒョウタンゾウムシ類は捕獲できなかった（写真１・表1）。 

２）被害葉調査 

ヒョウタンゾウムシ類が食害した可能性のある葉（写真２・葉の周辺部からの食害

痕）がある株は増加しなかった（表２）。 



表２　ヒョウタンゾウムシ類による葉の食害と考えられた株数（各区10株調査）

調査区 6月10日 6月18日 7月1日
５月７日播種区 3 4 0
５月９日播種区 4 4 2
５月15日播種区 1 0 0
計 8 8 2

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）葉枯れ症状の確認 

ヒョウタンゾウムシ捕獲調査時に圃場内で葉枯れ症状の多発を確認した（写真3）。

7月１日、5日に農林総合技術センターで確認したところ、内部に褐変症状が見られた

（写真4）。この株を湿室処理したところ白いかびが認められ、検鏡によりフザリウ

ム菌が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）原因の特定 

以上の結果から、根の内部の黒変症状の原因はヒョウタンゾウムシ類によるもので

はなく、フザリウムによる病害「ゴボウ萎凋病」と診断した。 

（４）対策 

 ・間引きや収穫時に除去した被害株は畑に放置しないで集めて焼却する。 

・本病発生圃場は作付を見合わせるか、5年程度の輪作を実施しても発生した場合は年

限を 1-2年延長する。 

・バスアミド微粒剤による土壌消毒を実施する。 

（５）産地への周知 

・平成25年11月、26年1月に夜市園芸組合定例会において試験結果を報告、注意喚起を

促した。 

 

４ 今後の普及活動に向けて 

  夜市団地でのゴボウは４～5年の輪作により栽培されており、非作付期間を延長する

と経営上非効率的である。このため、次年度以降はバスアミド微粒剤による土壌消毒が

萎凋病に効果的であるか検証を進める予定である。 

  

写真２ 食害の可能性のある葉 

写真１ ピットホールトラップ 

写真 3 写真 4 


